


【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

一般管理費 役場庁舎耐震診断事業 4,095 2,047 2,048

　　診断箇所 役場庁舎地上3階、地下1階、搭屋、付帯構造物等

　　契約額 4,095千円　

　　委託期間 平成23年8月25日～平成24年3月23日

　　契約業者 日本都市設計㈱

役場庁舎車庫改修事業 8,505 8,505 0

（基金繰入金）

　　改修箇所 庁舎裏西側車庫、物置、北側駐車場車庫

　　契約額 8,505千円　

　　工事期間 平成23年7月15日～平成23年10月25日

　　契約業者 ㈱丸七高橋組

第3子無料化事業 525 525

　上乗せ補助の対象とする経費

　・保育料　月12,000円

　・給食費　月　3,200円

　　助成額 525千円 　　対象者 5名

斜里高校遠距離通学 1,708 1,708

経費助成事業

　対象者　 19名

　助成額　 1,708千円

名誉町民推戴事業 872 872

　経年劣化が著しい役場庁舎裏車庫及び物置の屋根、外壁、ｼｬｯﾀｰ、ド
アなどの改修を実施し、公用車及び庁舎維持管理用器具等の安全確保
を図った。

　第3子以降の保育料無料化のため、従来の幼稚園園児に対する就園
奨励費に上乗せする形で補助を行い、保護者の負担軽減を図った。

　斜里高校遠距離通学生にバス賃の一部を助成し、通学費用の軽減及
び斜里高校生の確保を図った。

事 業 の 概 要 と 成 果目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

　老朽化の著しい斜里町総合庁舎の耐震診断を行い、今後の改修計画
の基礎資料とした。

　斜里町の自然環境保護の取組など、町政へ多大な尽力をされた元斜
里町長である午来　昌氏の功績と栄誉をたたえ、名誉町民の推戴に係る
贈呈式等を実施した。
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【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

行政事務OA化 行政事務OA化システム 4,945 4,945

システム推進費 推進事業

企画費 行政調査研究事業 1,885 1,885

地域づくり推進事業 2,505 2,500 5

（雑入）

北網地域活性化協議会 1,313 1,313

事業

オホーツク絆プロジェクト 156 156

事業

広報広聴費 町勢要覧作成事業 1,785 1,785

　北網地域活性化協議会において、北網地域ＰＲテレビ番組作成や東
京恵比寿での物産ＰＲ事業を実施し、負担金等を支出した。

　平成19年度に作成した「町勢要覧」の改訂増刷（1,000部）を行った。
　　　契約金額：1,607千円
　　　工期：平成23年7月15日～平成24年2月29日
　　　契約業者：北海道アート社（札幌市）
　また、その素材として町内の航空写真の撮影を行った。
　　　契約金額：178千円
　　　工期：平成23年7月8日～平成24年3月16日
　　　契約業者：メルカトル（江別市）

　情報資産の一元管理によるセキュリティ対策の強化を図るため、統一仕
様により庁内ＬＡＮパソコン及びソフトウェアを計画的に整備し、効率的か
つ安定的に業務を遂行できる環境の整備を図った。また、不用PC等は、
セキュリティーポリシーに則り、外部業者に一括廃棄処分を委託した。
（H23整備内容）
 ・庁内LANパソコン整備事業　81台(H22:36台,H23:45台)　2,189千円
 ・ソフトウェア購入（統合ビジネスソフトほか）　2,583千円
 ・不用パソコン廃棄処分　173千円

　住民参加と協働のまちづくりを進めるため、自治の理念と町民や議会、
行政の役割や責務を明確にし、より良い行政運営を進展させるための最
高規範となる自治基本条例の策定作業を行った。（会議28回、各種周知
活動、ニュースレターの発行など。）

　自治会が主催する各種行事や地域イベント等で使用する、組み立て式
簡易ステージセットを、（財）自治総合センターのコミュニティー事業の助
成を受けて整備した。

　オホーツク地域18市町村と管内商工会、農協、漁協などと連携して、そ
れぞれの特産品を東日本大震災被災地に送り届け、元気づける「オホー
ツク絆プロジェクト」に参加した。



【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

防災対策費 緊急防災メール配信 4,389 4,389

システム整備事業

津波避難誘導標識整備 2,006 2,006

事業

住民活動 無料法律相談事業 178 178

推進費

　・3回実施（9月、12月、2月）

　・相談件数 計16件（9月 5件、12月 5件、3月 6件）

まちづくり1％支援事業 2,656 2,656

　・条例に基づく審査委員会の設置（委員10名）

　・審査委員会（申請事業説明会を含む）6回開催

　・7団体8事業に、2,255千円の補助金を支出

935 935 0

 ①消費生活相談員等レベルアップ事業（研修旅費）　　 441千円

 ②消費者教育・啓発活性化事業 494千円

まちづくり支援
事業費

　住民の安心で安全な生活を支援するため、弁護士による無料法律相
談会を実施した。

消費者対策費 消費者生活支援事業 　「北海道消費者行政活性化事業」を活用し、町内消費者の安心で安全
な消費生活の実現を推進した。

  ・弁護士への報酬 50千円*3回　・周知チラシ新聞折込手数料 28千円

　災害時等における緊急情報や不審者情報など町民の安心安全に関わ
る情報をインターネットを通じて携帯電話やパソコンに電子メールで一斉
送信するシステム（ほっとメール＠しゃり）を整備し、緊急時における情報
伝達の迅速化を図った。
　　　契約金額：4,389千円
　　　工期：平成23年9月29日～平成24年3月15日

　津波発生時において、町民や観光客ら町外者が、津波避難場所へ迅
速かつ確実に避難できるようにするための避難誘導標識（10ヶ所）を整備
した。
　　　契約金額：2,006千円
　　　工期：平成23年9月29日～平成24年1月27日
　　　契約業者：(株)かつらだ

　元気で活力のある協働のまちづくりをめざして、住民自らの企画提案に
より実施する公共性の高い事業に対し、個人町民税の1％以内の予算範
囲で補助金を交付した。
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【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

4,039 2,019 2,020

自然保護対策費国立公園内自動車利用 2,500 2,000 500

適正化対策事業 （基金繰入金）

　自動車利用適正化対策協議会負担金 　2,500千円

猟友会新人育成事業 400 400

等助成事業

　・助成先　猟友会斜里支部斜里分会

国立公園内園地知床五湖水道施設改修 2,520 2,520
管理費 事業

　知床五湖水道施設改修工事
　・ポリエチレン管　Ｌ＝200ｍ
　・契約額 2,520千円　
　・契約業者 ㈱長屋工業

町有林管理費 町有林整備事業 8,461 7,150 1,311 0
　　 (財産売払収入）

 間伐事業（越川）　　　　      31.96ha 6,710千円
 除間伐事業（日の出） 5.28ha 441千円
 支障木伐採（大栄） 302千円
 作業路補修（越川） L=600m 875千円
 野鼠駆除剤散布 51.16ha 133千円
 計 8,461千円

　太陽光発電システムを設置する住宅に、設置経費に対して補助金
(1kWあたり7万円)を交付した。(13件)

　経年劣化で破損の恐れがある水源池から配水池間の配管（コンクリート
管80m及び塩ビ管100m）を、より強度の高いポリエチレン管に交換し、知
床五湖園地への安定的な給水を図った。

資源エネルギー
対策費

太陽光発電システム設置
補助事業

　鳥獣被害対策の担い手としての新たなハンターの勧誘や育成事業の
支援、および銃所持許可の更新に係る経費の負担軽減を図った。

　一般車両の通行規制（知床五湖分岐からカムイワッカの滝まで約11㎞）
と、それに伴うシャトルバス運行は、平成11年に始まり、13年目となった。
平成17年から実施された道道の災害防除工事が終了し、35日間（8月1
～25日、9月15～24日）実施され、16,600人がシャトルバスを利用した。
負担金は、実施主体である協議会の運営経費の一部を負担するもので
ある。

　町有林の公益的機能等を発揮するため、補助事業等を活用し、次の事
業（施業）を行った。



【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

緊急雇用創出 緊急雇用創出事業 52,682 52,682 0

事業費

・知床自然センター内外魅力アップ事業

　委託先　公益財団法人　知床財団　　　　　　　　　　　　　

　契約金額　1,500千円　　雇用創出数　1人

・安全施設塗装整備事業

　委託先　㈲旭工業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　契約金額　7,119千円　　雇用創出数　2人

・町有林環境整備事業

　委託先　網走地区森林組合　　　　　　　　　　　　　　　　　

　契約金額　3,975千円　  雇用創出数　4人

・公会計用資産評価事業

　委託先　㈱吉岡経営センター　　　　　　　　　　　　　　　　

　契約金額　4,864千円　　雇用創出数　2人

・道路付属施設管理台帳作成事業

　委託先　大起コンサルタント㈱　　　　　　　　　　　　　　　　

　契約金額　4,284千円　　雇用創出数　2人

・着地型観光調査事業

　委託先　NPO法人　知床斜里町観光協会　　

　契約金額　7,054千円　  雇用創出数　2人

・観光利用動態調査事業その２

　委託先　NPO法人　知床斜里町観光協会　  

　契約金額　3,224千円　　雇用創出数　1人

・知床世界自然遺産地域における利用の適正化と野生生物との共生

　推進事業

　委託先　公益財団法人　知床財団　　　　　　　　　　　　　

　契約金額　7,210千円　　雇用創出数　2人

　企業の雇用調整等により、解雇や雇い止めにより、離職となった非正規
労働者、中高年齢者等の生活安定を図るため、次の雇用へのつなぎ就
労機会の創出を行った。
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【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳

緊急雇用創出 緊急雇用創出事業 ・小中学校特別支援教育支援員配置事業

事業費 　事業主体　斜里町(教育委員会)　　　　　　　　　　　　　　　

　事業費　7,173千円　  　雇用創出数　6人

・学校図書の利用拡大を図るデータベース化及び補修事業

　事業主体　斜里町（図書館）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　事業費　4,264千円　　　雇用創出数　2人

・世界自然遺産知床に関する資料の整理保存活用事業

　事業主体　斜里町（博物館）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　事業費　2,015千円　　　雇用創出数　1人



【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

92,978 54,249 38,729

　庁舎排水設備改修工事

　　 契約額　　 10,710千円
　　 契約業者 ㈱長屋工業

　防災マップ印刷事業

　庁内ネットワーク機器更新整備事業

　自然センターボイラー更新事業

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

きめ細かな
交付金事業費

きめ細かな交付金事業
【H22年度繰越明許事業】

　円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策において、「地域活性化
交付金の創設」が盛り込まれていることを踏まえ、平成22年度国の補正
予算により、「地方公共団体が地域の実情に応じ、地域の目線にたった
きめ細やかな事業」に活用できる「きめ細かな交付金」が創設されたこと
に伴い、地域の活性化や中小企業対策事業等を実施し、地元雇用の拡
大と町内の経済活性化を図った。

　　・役場庁舎内の排水設備等の改修を実施し、庁舎の利用環境の
　　　改善を図った。

　平成18年度に作成したハザードマップの改訂増刷業務を行った。
　　　契約金額：535千円
　　　工期：平成23年3月31日～平成23年4月28日
　　　契約業者：斜里印刷

　　庁舎内のネットワーク関係機器（スイッチングハブなど）の更新整備
　を行った。
　　　契約金額：882千円
　　　工期：平成23年5月31日～平成23年6月30日
　　　契約業者：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ北海道社（札幌市）

　　・老朽化により不具合が生じていた、知床自然センターボイラーの
　　　更新を行った。
　　　真空式温水器1台
　　　契約額　5,649千円
　　　契約業者　㈲小林配管工業所
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【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

　知床自然センター音声ミキサー等更新事業

　知床自然センター映写室冷房機器更新事業

　知床自然センター外灯修繕事業

　リサイクルセンター屋根塗装工事

　　　整備面積　758㎡
　　　契約額　　3,119千円
　　　契約業者　　㈱遠藤工務店

　水道事業会計繰出事業
　　・水道事業会計により来運配水池の防犯柵を設置した。
　　　契約金額　　　9,975千円
　　　契約業者　　土橋工業㈱

きめ細かな
交付金事業費

きめ細かな交付金事業
【H22年度繰越明許事業】 　　・音質の低下やノイズ発生していた知床自然センターダイナビジョン

　　　映写室内のアナログ方式音声ミキサーをデジタル方式に更新を図
　　　り、状況改善を図った。
　　　デジタル方式音声ミキサー1台、アンプ2台
　　　契約額　787千円
　　　契約業者　㈱プリズム

　　・老朽化により不具合の生じていた知床自然センターダイナビジョン
　　　映写機の冷房機器を撤去・更新した。
　　　冷房機器1台
　　　契約額　519千円
　　　契約業者　㈲片山電気商会

　　・電球切れが生じていた知床自然センター屋外灯の修繕を行った。
　　　水銀灯3基
　　　契約額　230千円
　　　契約業者　㈲片山電気商会

　　・リサイクルセンター作業棟の屋根の塗装工事を行った。



【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

　オホーツク霊園整備事業
　　・老朽化していたオホーツク霊園水汲み場3ヵ所を更新した。
　　　契約金額　　　3,423千円
　　　契約業者　　㈱協立興業

　清掃センター屋上防止改修工事

　　　整備面積　226㎡
　　　契約額　　3,675千円
　　　契約業者　　㈲丹羽工務店

　双葉保育園園庭整備工事
　双葉保育園園庭の除草工及び不陸整正を実施した。
　　　整備面積 1,500㎡
　　　契約額 512千円
　　　契約業者 ㈱協立興業

　はまなす保育園園庭整備工事
　はまなす保育園園庭の除草工及び不陸整正を実施した。
　　　整備面積 1,100㎡
　　　契約額 367千円
　　　契約業者 ㈱協立興業

　双葉保育園プールシート更新
　組立式プールの上屋シート等の更新を行った。
　　　契約額 603千円
　　　契約業者 ㈲森のこぐま社

　はまなす保育園プールシート更新
　組立式プールの上屋シートの更新を行った。
　　　契約額 365千円
　　　契約業者 ㈲森のこぐま社

きめ細かな
交付金事業費

きめ細かな交付金事業
【H22年度繰越明許事業】

　　・清掃センター屋上の防水工事を行った。
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【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

　三井へき地保育所園庭遊具撤去工事
　　平成22年度をもって閉所した三井へき地保育所園庭に設置されてい
　　る遊具等の撤去を行った。
　　　契約額 141千円
　　　契約業者 よろずや工業

　オロンコ岩散策路転落防止柵改修事業

　　工事内容 転落防止柵設置工　Ｌ=152m
　　契約額 798千円
　　契約業者 斜里建設工業㈱

　　　支障木　剪定・枝払い　N＝70本
　　　契約額　　2,919千円
　　　契約業者 ㈱開発工業

　落橋防止等改修工事
　　・町道に架かる橋梁の地震対策工事を実施した。
　　　基礎コンクリート　N＝4本　　　　鋼矢板　Ｎ＝11枚　
　　　契約額　　1,103千円
　　　契約業者 ㈱協立興業

　ウトロ環状道路他補修工事

　　　契約額　　8,295千円
　　　契約業者 ㈱丸七高橋組

　歩道補修工事
　　　歩道　３路線
　　　契約額　　2,730千円
　　　契約業者 ㈲相生緑園

きめ細かな
交付金事業費

きめ細かな交付金事業
【H22年度繰越明許事業】

　　知床観光の主要観光スポットであるオロンコ岩散策路の転落防止柵
　　を改修し、安全性の向上を図った。

　支障木枝払い業務委託
　　・交通の妨げになる街路樹の剪定・枝払いを実施した。

　　・幹線町道の再整備を図り車輌通行の安全対策工事を実施した。
　　　円形側溝  L=19ｍ　　　ガードパイプ Ｌ＝２８ｍ　



【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

　中斜里東2線道路舗装補修工事
　　・幹線町道の安全対策工事を実施した。
　　　舗装オーバーレイ　1,511㎡　
　　　契約額　　3,728千円
　　　契約業者 世紀東急㈱

　雨水桝等改修工事その１

　　　契約額　　2,310千円
　　　契約業者 ㈱かつらだ

　雨水桝等改修工事その２
　　・町道の雨水対策工事を実施した。
　　　集水桝　N=3個　　　雨水桝　N=21個
　　　契約額　　2,310千円
　　　契約業者 ㈲佐々木工業

　市街地幹線街路灯更新工事
　　街路灯更新　Ｎ＝2基　街路灯新設　Ｎ＝1基
　　　契約額 1,785千円
　　　契約業者 今電気㈱

　光陽通舗装補修工事
　　施行延長　Ｌ＝516.30ｍ
　　　契約額 7,560千円
　　　契約業者 道路工業㈱網走営業所

　公園遊具修繕工事
　　対象公園　Ｎ＝11公園
　　　契約額 3,150千円
　　　契約業者 ㈱開発工業

きめ細かな
交付金事業費

きめ細かな交付金事業
【H22年度繰越明許事業】

　　・町道の雨水対策工事を実施した。
　　　集水桝　N=5個　　　雨水桝　N=18個

－　　11　　－



－　　12　　－

【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

　川上小学校修繕事業

　　契約額 8,400千円

　　契約業者 土橋工業㈱

　非常用発電機バッテリー更新事業（ゆめホール知床）

　　　契約額　3,360千円
　　　契約業者　一般財団法人 北海道電気保安協会

　舞台照明設備更新事業（ゆめホール知床）

　　　契約額　760千円
　　　契約業者　丸茂電機㈱札幌営業所

　三井分館施設改修工事

　　　契約額　525千円
　　　契約業者　㈲小林配管工業所

　中斜里分館施設改修工事

　　　契約額　1,753千円
　　　契約業者　㈱遠藤工務店

きめ細かな
交付金事業費

きめ細かな交付金事業
【H22年度繰越明許事業】 　　川上小学校の外壁の剥離、剥落、貫通、屋根の雨漏りによる改修

　　（164㎡）、及び床の陥没等にかかる改修（6か所332.4㎡）工事
　　を行った。

　　・経年劣化した非常用発電機ﾊﾞｯﾃﾘｰを更新し、電気設備の安定を
　　　図った。

　　　ｶｰﾍﾟｯﾄに更新した。

　　・経年劣化した照明操作卓ﾌｪｰﾀﾞを更新し照明設備の安定を図っ

　　　た。

　　・三井保育所閉所に伴い地域要望のあった園児用トイレの撤去及
　　　び玄関軒天井材張替えを行った。

　　・外部雨水配管修繕、排水路ﾋｰﾀｰ取付、風除室ｶﾞﾗｽ廻りｺｰｷﾝｸﾞ

　　　修繕、入り口上部防水修繕、南側柱脚部ﾓﾙﾀﾙ補修、和室床畳を



【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

17,235 17,085 150 　高齢者に対する住民基本台帳カード無料発行事業

　住民基本台帳カード（写真付き）

　　36件×1,375円/枚＝　50千円

　みどり工房土壌分析研究機器整備事業助成金

　みどり工房土壌分析研究機器整備事業助成金

　・土壌診断前処理ロボット、原子吸光計、処理ソフト、超純水器入替

　　助成額　5,321千円

　　助成先　斜里町農業協同組合

　図書館図書購入事業
　　図書購入額　　　2,567千円
　　図書購入冊数　　1,055冊

　知床博物館で地域の魅力を再発見してもらう事業（展示機能充実）

　　　事業費　4,933千円

　知床博物館で地域の魅力を再発見してもらう事業（野外観察園整備）

　　　事業費　1,287千円

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

住民生活に光
をそそぐ交付金
事業

住民生活に光をそそぐ
交付金事業
【Ｈ22年度繰越明許事業】

　　運転免許証を所持しない70才以上の高齢者へ、住民基本台帳カー
　　ド（写真付き）を無料交付した。

　　クリーン農業の展開と低コスト化、農地の亜硝酸性窒素の低下に向け
　　た研究のため、老朽化した土壌分析機器の整備を行った。

　　近年の発掘による遺物をはじめ、新規資料の導入などで、町民にとっ
　　ても来訪者にとっても新たな発見のある展示に更新できた。

　　知床博物館野外施設のうち、観察池の園路や休憩設備を整備し、
　　博物館周辺でより快適に自然観察ができるよう改良した。
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【総務費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

　知床博物館で地域の魅力を再発見してもらう事業（映像展示ｼｽﾃﾑ整備）

　　　事業費　1,934千円

　知床博物館で地域の魅力を再発見してもらう事業（車イス昇降機整備）

　　　事業費　1,143千円

住民生活に光
をそそぐ交付金
事業

住民生活に光をそそぐ
交付金事業
【Ｈ22年度繰越明許事業】

　　知床博物館の展示内容を解説する映像端末や、音声ガイドを導入
　　して、観覧者が展示をより深く学び、理解できる工夫をした。視覚障
　　害者や聴覚障害者にとっても展示内容の理解が助けられる効果が
　　ある。

　　車イス昇降施設のなかった本館らせん階段を登れる車イス昇降機を
　　導入してバリアフリー化をはかった。観覧者からの要望に応じて学芸
　　員や職員が操作するため、安全に昇降可能である。



【民生費】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源

老人福祉費 高齢者福祉推進事業 7,738 7,738

（地域交流敬老事業

　助成）

　助成団体 37団体

　助成人数 2,707名

　助成額 7,738千円

570 570 0

（基金繰入金）

　ふれあいネットワーク活動推進事業助成金

　事業費 901千円

　助成額 　570千円

　対象自治会 　27自治会

高齢者勤労センター 1,000 1,000 0 高齢者勤労センター運営事業助成金

運営助成事業 （基金繰入金） 　事業費 49,249千円

　助成額 1,000千円

　会員数 114名

13,203 13,203

　斜里福祉会施設整備費借入償還金助成金 13,203千円　　

在宅福祉推進費在宅福祉推進事業 1,200 1,200

（老人居室等整備資金

貸付） 　改修 1件 1,200千円

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

  地域交流敬老事業に助成し、永年にわたり地域社会の発展のために
力を尽くされた高齢者の方々の長寿を祝い、地域における世代間の交
流連帯を強めることができた。

ふれあいネットワーク
活動推進事業

　保健福祉サービス基金の運用益等を基に社会福祉協議会等の民間福
祉活動へ助成し、地域在宅福祉活動の充実を図った。

新型特別養護老人ホーム
建設助成事業

　特別養護老人ホームやすらぎの苑及びケアハウスやすらぎの苑新築に
伴い借入した整備資金のうち、平成23年度の償還分を町債務負担行為
に基づき助成した。

　老人居室等を整備する者に対して、資金の貸付を行い家庭環境の向
上と福祉の向上を図った。
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【民生費】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

在宅福祉推進費高齢者生活支援事業 27,520 4,078 0

（利用者負担）

23,442 　各サービスの概要と成果参照

（基金繰入金） 　基金を一般会計に繰入し、財源とする。

　高齢者及び障害者に対して、各種サービスを提供し、自立生活の維持
向上を支援した。



別 　　 紙

高齢者生活支援事業概要と成果内訳 （単位：千円）

一般財源 利用者負担金

・実利用者数：60名　週1～5回配食　延配食数：9,021食 

・実利用者数：26名　延利用回数：51回    

・実利用者数：45名　延利用者数290名（町内190名・町外100名）　    

・実利用者数：117名　出動回数：8回　延出動時間：534時間  

・実利用者数：9名　延利用回数：92回

・実利用者数：76名　延利用者数：543名

サ　ー　ビ　ス　名 事　　業　　の　　概　　要　　と　　成　　果 事業費
財源内訳

基金

食の自立支援事業

  加齢や虚弱のため食の確保が困難な高齢者に対しアセスメント行い、食事を提供し、食及
び在宅生活の自立支援及び安否確認を図った。

6,723 2,708 4,015

理美容サービス

  寝たきり等の理由で、理容院や美容院に出向けない方に居宅へ出向いて理美容サービスを
行うことにより健やかな暮らしへの支援を図った。

188 188

移送サービス

  車椅子やストレッチャーを利用する要介護者等に専用車両での移送を行い、受診や入・退
院に利用できることにより、安心して過ごせるよう図った。業務は民間会社に委託。

809 453 356

除雪等サービス

  除雪等が困難なひとり暮らし高齢者等に対し、除雪サービスを行うことにより、安心して
暮らせるよう図った。業務は高齢者勤労センターに委託。

637 637

布団乾燥サービス

  寝具の衛生管理のため、乾燥等のサービスを実施することにより、衛生的な生活への支援
を行った。1回1,260円。

131 131

介護用品支給事業

  寝たきり・認知症高齢者を介護する世帯に紙おむつ等を支給し、介護の負担の軽減を図っ
た。

2,002 2,002
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別 　　 紙

高齢者生活支援事業概要と成果内訳 （単位：千円）

一般財源 利用者負担金
サ　ー　ビ　ス　名 事　　業　　の　　概　　要　　と　　成　　果 事業費

財源内訳
基金

・実利用者数：43名　

・実利用者数：18名

・対象者：8名　支給月数：72月　

・参加者：39名

 介護保険利用者に利用料を軽減することにより、負担の軽減を図った。

延利用者数

・施設介護サービス　　　　　609名　　　 8,693 千円

・上記以外サービス 　618名　　　　　 6,185 千円

27,520 0 4,078 23,442

医療入院者介護用品
購入助成事業

　医療系施設に長期間入院し、介護用品を利用している高齢者に、購入費用の助成をし、負
担の軽減を図った。

1,215 1,215

家族介護者元気回復
事業

  6ヶ月以上の在宅介護者に温泉宿泊券を支給し、温泉での休養、交流することによりリフ
レッシュを図った。

583 583

介護手当支給事業

　在宅で寝たきり高齢者・認知症高齢者を介護している人に、介護手当を支給し経済的負担
の軽減を図った。1ヶ月当たり4,500円

324 324

家族介護教室

　認知症や寝たきりの高齢者を介護している介護者に、講演会への参加を呼びかけるととも
に、町介護支援専門員等との懇談会を開催し、介護の相談や情報交換を行った。

30 30

介護サービス利用者
負担軽減事業

14,878 917 13,961

高齢者生活支援事業　　合    　計



【衛生費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

保健衛生管理費医学生修学資金貸付事業 3,000 3,000

環境衛生費 小動物処理施設整備事業 37,065 27,700 9,365

（一般単独

事 業 債 ）

浄化槽設置整備事業 11,498 1,115 10,383

保健対策推進 女性特有のがん検診推進 2,015 1,002 1,013

事業費 事業

　下水道整備計画区域外で、し尿と生活排水を併せて処理する合併浄
化槽を住民が設置する場合、その設置経費に対して補助金交付及び資
金貸付を行うことにより、快適な生活環境の保全と公衆衛生の向上を
図った。
　なお、中斜里地域を浄化槽計画区域へ変更したことに伴い、中斜里地
域での浄化槽の設置に対して、特例措置として補助金を上乗せして交付
した。
　設置戸数　　　　　　　　　14戸(うち中斜里　6戸)
　設置整備事業補助金　　11,029千円
　設置促進助成金　　　　　450千円

　エコクリーンセンター敷地内にペットや野生鳥獣の死体を焼却するため
の小動物処理施設を建設した。
　構造等　　　鉄骨造平屋建て　40㎡
　焼却能力　　100kg/h
　設計業務委託料
　　契約額　　　1,155千円
　　契約業者　㈱ドーコン
　建設工事
　　契約額　　35,910千円
　　契約業者　㈱河面組

　将来医師として、斜里町国民健康保険病院において地域医療に従事
しようとする者に対し、修学に必要な資金を貸し付けた。
　23年度 修学資金貸付利用者　1名

　健康増進法により実施するがん検診において、特定の年齢の女性に対
し無料クーポン券を発行し、女性特有の子宮頸がん及び乳がん検診受
診の促進を図るとともに、がんの早期発見と正しい健康知識の普及及び
啓発を行い、健康の保持増進を図った。
　　【子宮頸がん検診クーポン】
　　　・対象者（20・25・30・35・40歳） ： 323人
　　　・受診者 ： 100人（30.0％）
　　【乳がん検診クーポン】
　　　・対象者（40・45・50・55・60歳） ： 436人
　　　・受診者 ： 119人（27.3％）

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

－　　19　　－



－　　20　　－

【衛生費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

保健対策推進 ヘリカルCT肺がん検診 136 136

事業費 事業

予防費 麻しん・風しん（３期・４期） 1,622 1,622

混合ワクチン接種事業

インフルエンザワクチン 5,899 1,381 4,518

接種事業

小児任意接種ワクチン 6,411 2,568 3,843

事業

　インフルエンザ感染による死亡・重症化を予防し、インフルエンザの罹
患及び蔓延防止と少子化対策の一環として、接種費用を全額助成した。
　【小児等インフルエンザ予防接種】
　　・中学生以下　：　対象者1,543人中、1,097人接種、71.1％
　　・高校1年生相当から64歳までの者で、町民税非課税世帯及び
　　　生活保護の世帯の者：111人接種
　【高齢者インフルエンザ予防接種】
　　・65歳以上の者　：　対象者3,419人中、2,020人接種、59.1％
　　・60歳以上65歳未満で心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能または
　　　免疫障がいで、身体障害者手帳１級を有する者で、町民税
　　　非課税世帯及び生活保護世帯の者：対象者10人中、6人接種
　　　60.0％

　麻しんの大流行に伴い、平成２０年度から「麻しん排除計画」として、平
成２０年４月から平成２５年３月までの５年間限定で、第３期（中学１年生
相当）・第４期（高校３年生相当）に麻しん風しんの予防接種が追加され
た。学校との連携により、対象者211人中、204人が接種し、96.8％の接
種率となった。

　小児の細菌性髄膜炎や肺炎球菌及び水痘・おたふく風邪等による感
染症の重症化を予防し、将来の少子化対策として、旭川医大小児科医
師の協力・指導を受けながら、小児ヒブ・肺炎球菌・水痘・おたふく風邪ワ
クチン接種事業を実施した。
　　・小児ヒブワクチン　　　　 延315人接種
　　・小児肺炎球菌ワクチン　延367人接種
　　・水痘ワクチン　　　　　　　延 91人接種
　　・おたふく風邪ワクチン　　延110人接種

　平成23年10月より、30歳以上の町民に対し、肺がんの早期発見・早期
治療により健康の保持・増進を図るため、「肺がん検診（Ｘ線検診）」よりも
発見率が7倍高い「ヘリカルCT肺がん検診」を実施し、その費用の半額
を公費負担した（生活保護者の場合は全額公費負担）。
対象者50人中、20人が受診し、40.0％の受診率となった。



【衛生費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

予防費 子宮頸がんワクチン 7,068 3,518 3,550

予防接種事業

高齢者肺炎球菌ワクチン 498 498

接種事業

母子保健対策費妊婦健康診査拡充事業 7,670 2,817 4,853

精神保健対策費精神障害者社会復帰事業 1,679 225 1,454

　　助成先 ： あおぞら親の会　／　助成額 ： 300千円　

　　助成先 ： 4名　／　助成額 ： 149千円　

・交流会館の助成

　平成22年度から旭川医科大学産婦人科医師の協力・指導により、町内
医療機関・学校と連携を図りながら中学3年生・高校1年生を対象とし実
施した。
　平成23年度は、中学1年生と前年度未接種で希望した者（中２～高１）
を対象とし、生徒健康教育・保護者説明会・ワクチン接種を行った。接種
状況は対象者152人中、146人が接種し96.1％であった。

・社会適応訓練助成

　高齢者の肺炎球菌が原因で起こる肺炎の重症化を予防するために、
70歳以上の者及び65歳以上70歳未満で心臓・腎臓もしくは呼吸器の機
能または免疫障害に係る身体障害者手帳を有する者に対し、肺炎球菌
予防接種受診券を発行し、接種料金を助成した。（生活保護世帯は全額
助成）
　対象者2,362人中162人が接種し、6.9％の接種率となった。

　妊婦健康診査は、妊娠中の母胎の異常を早期に発見し治療するため
の大切な検査で、妊婦健康診査受診券を14枚、超音波検査受診券を6
枚交付することにより、母胎や胎児の健康管理の向上を図った。
　妊婦者数　103名

　　精神障がい者の社会復帰を促進し、精神的健康の保持及び
　増進を図るため、社会参加としての就労の場を確保し、継続して
　就労できるよう支援した。　助成先：6名 / 助成額：1,230千円

・社会復帰活動交通費助成

　　交流会館の管理運営費をあおぞら親の会に助成し、延べ410名
　が交流会館を利用した。

　　精神障がい者の社会復帰を促進し、精神的健康の保持及び
　増進を図るため、交流会館・向陽が丘病院患者会（向陽友の会）
　などへ通所が継続できるよう支援した。
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【衛生費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

じん芥処理費 ウトロ地域家庭系廃棄物 14,595 14,595

収集委託事業

　ウトロ地域等の家庭系廃棄物収集委託 14,595千円

ウトロ地区事業系ごみ処理 3,908 3,908

運営組合助成事業

　助成先 ウトロ地区事業系ごみ処理運営組合

　助成額 運搬費 3,760千円

粗大ごみ収集 148千円

ごみ有料化事業 14,175 14,175

　指定ごみ袋作成 9,603千円

　粗大ごみ処理券印刷 594千円

　販売手数料（販売額×13％） 3,978千円

廃棄物処理事業 3,653 3,653

　契約額 3,653千円　

　工期 平成23年6月13日～平成23年6月30日

　契約業者

廃棄物処理施設維持 663 663

管理事業

　作物補償 6件（ビート、タマネギ、ダイコン、カブなど）

　予防措置 テグス張り、爆音機設置、カラスつり下げ

　清掃センター周辺の畑作物にカラスによる被害が発生したため、畑作
物補償を行なった。

  ウトロ地区の家庭系一般ごみ、生ごみ、粗大ごみ及び資源ごみの収集
を町が業務委託し、約250トンのごみを収集した。

　ウトロ地域の事業系廃棄物排出事業者のごみ収集に対する事業費を
助成した。事業組合はウトロ地区のホテル等事業所に事業系廃棄物用
のごみ袋を販売し、運搬は業者に委託した。

　一般廃棄物処理の有料化に伴い、収入証紙（ごみ袋・粗大ごみ処理
券）を作成し、収入証紙販売手数料の経費を負担した。

　粗大ごみ破砕機の破砕刃を回転させるためのモーターが故障したため
補修を行った。

キャタピラーイーストジャパン（株）　道北本店　北見支店



【衛生費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

2,177,293 346,131 1,457,400 373,762新一般廃棄物
処理施設整備
事業費

一般ごみ資源化施設等建
設事業

　循環型社会の構築に向けて、高温高圧処理方式による一般ごみの資
源化処理、不燃物等の埋立施設、脱窒等の高度処理能力を備えた浸出
水処理施設を建設した。(平成22年度からの継続事業)
　一般ごみ資源化施設建設工事
　　契約額(H23分)　　1,126,440千円
　　契約業者　　　　　クボタ環境・河面組・斜里建設工業特定建設工
　　　　　　　　　　　　　事共同企業体
　最終処分場造成工事
　　契約額(H23分)　　343,323千円
　　契約業者　　　　　斜里・河面・協立特定建設工事共同企業体
　浸出水処理施設建設工事
　　契約額(H23分)　　300,720千円
　　契約業者　　　　　アタカ大機・河面・斜里特定建設工事共同企業体
　施工監理業務委託
　　契約額(H23分)　　18,674千円
　　契約業者　　　　　㈱ドーコン

　生ごみを屋内で衛生的に処理するため、環境面に配慮した生ごみ堆
肥化施建設を建設した。
　処理能力　　9トン/日
　建設工事
　　契約額　　　368,550千円
　　契約業者　　協和・河面・斜里特定建設工事共同企業体
　施工監理業務委託
　　契約額　　　5,985千円
　　契約業者　㈱ドーコン

　新一般廃棄物処理施設の安定稼働に向けて、通信環境の整備、施設
備品・消耗品の購入、鹿残さ冷蔵庫の整備、施設案内標識の設置等の
環境整備を行った。
　施設環境整備事業　　　　　　　　　  10,242千円
　
　新一般廃棄物処理施設の稼働によって、ごみ分別が若干変更となるこ
とに伴い、ごみの分別の手引きを全面改訂した。
　分別の手引き印刷事業　6,000冊　　1,538千円

　国保病院に整備するバイオボイラの安全性を再確認するため、バイオ
ボイラの実証試験を実施した。
　国保病院バイオボイラ実証事業　　　1,821千円
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【農林水産業費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

農業振興費 3,977 3,977

　実施面積　923.8ha

　事業費　23,859千円

　助成額　3,977千円

　助成先　斜里町農業協同組合

5,586 5,586

　鉄製防護柵3ｍピッチＬ＝4.7㎞

　事業費　19,501千円

　助成額　5,586千円

　助成先　斜里町農業協同組合

14,000 14,000

Ｈ21年度畑作等緊急構造改革支援事業(国の補正事業)助成金

　事業費　560,000千円(税抜) 国庫補助金1/2 町助成金1/4

　債務負担行為による10年間の分割助成 　14,000千円

349,597 349,597 0

【H22年度繰越明許事業】

　事業費　1,572,526千円（国交付金786,263千円）

　精算払額　349,597千円

畜産振興費 1,800 1,800

　事業費　12,850千円

　助成額　1,800千円

　助成先　斜里町酪農ヘルパー利用組合

　斜里町農業協同組合が事業主体である「麦類乾燥調製貯蔵施設」の
整備事業を国の直接採択事業である「農山漁村活性化プロジェクト支援
交付金」を活用して実施した。(間接補助事業)

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

斜里町土づくり事業
（緑肥事業）助成金

　健全な土づくりとクリーン農作物の生産を目的として、緑肥作物の種子
代の一部助成を行った。

斜里町酪農ヘルパー利用
組合事業助成金

　利用組合が、体制整備し運営している酪農ヘルパー事業に対し事業
運営費を助成し、酪農者の休日・ゆとりある就農の確保を図った。

鳥獣被害防止総合対策
事業助成金

　ウトロ地区の鹿防護柵整備を行った。（木製支柱から鉄製支柱及び電
柵へ構造変更）

畑作等緊急構造対策支援
事業助成金

　斜里町農業協同組合が事業主体で実施した、中斜里澱粉工場の廃水
処理施設増設事業に対する助成を行った。

農山漁村活性化プロジェ
クト支援交付金事業



【農林水産業費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

強い農業づくり 586 586 0

事業費

　馬鈴しょ播種精度高度化栽培技術への実証圃設置及び機械借上げ

　　事業費　528千円

　　補助額　256千円

　　補助先　斜里町農業協同組合

　生薬品目別大型栽培体系確立に向けた試験

　　事業費　682千円

　　補助額　330千円

　　補助先　斜里町農業協同組合

9,675 9,675 0

【H22年度繰越明許事業】 みどり工房土壌分析研究機器整備事業助成金

　　土壌診断前処理ロボット、原子吸光計、処理ソフト、超純水器入替

　　補助金額　9,675千円

　　補助先　斜里町農業協同組合

基幹水利施設 美咲排水機場管理事業 8,238 4,615 1,375 2,248

管理事業費 （分担金）

　遊水池浚渫土砂運搬工事

　事業費　2,153千円

右岸排水機場管理事業 6,258 3,465 837 1,956

（分担金）

　自家発電機分解整備他

　事業費　3,359千円

新たな地域畑作農業確立
支援事業

　斜里農業協同組合が事業主体となり、馬鈴しょの低コスト型生産の実
現及び生薬の機械化栽培体系の確立に向けたソフト事業を実施した。
(間接補助事業)

土壌分析システム整備
事業

　クリーン農業の展開と低コスト化、農地の亜硝酸性窒素の低下に向け
た研究のため、老朽化した土壌分析機器の整備を行った。

　美咲排水機場の維持管理を、基幹水利施設管理事業により計画的に
行い、施設の整備・運営経費の負担軽減を図った。

　右岸排水機場の維持管理を、基幹水利施設管理事業により計画的に
行い、施設の整備・運営経費の負担軽減を図った。
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【農林水産業費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

基幹水利施設 斜網地区維持管理事業 10,013 1,806 8,066

管理事業費 （分担金）

141

（雑入）

道営農業農村 道営農業農村整備事業 129,776 25,420 3,300 63,139 29,817

整備事業費 （財源対策債） （分担金）

8,100

（公共事業等債） 現年度分　 　99,776千円

繰越明許分　30,000千円

事業実施内容

　用水路工事　4.4km

　暗渠排水　73.4ha

　客土　75.2ha

　心破、土層改良　55.3ha

林業振興費 民有林振興事業 7,632 2,417 2,925 2,290 　森林所有者の負担軽減により、民有林整備（施業）の推進が図られた。

(財産売払収入) ・森林整備推進対策事業

　　未来につなぐ森づくり推進事業 26ha 4,313千円

　　民有人工林間伐推進事業 50ha 749千円

     　　保育強化対策事業 125ha 2,316千円

　　森林保護推進事業 301ha 254千円

           計 7,632千円

水産振興費 漁業近代化資金利子 6,591 6,591

助成事業

　　対象者 漁業経営体、漁業者、漁協

　　件数 37件

　　利子補給金額 6,591千円

　緑ダム・頭首工等の畑かん事業基幹施設の維持管理を１市４町で組織
された広域の維持管理協議会で、基幹水利施設管理事業を活用する等
により実施している。

　平成23年度の道営事業は、斜里、斜里美咲、斜里三井地区の事業を
実施し、農業生産性の向上を目的に畑かん事業のほか、暗渠・土層改
良等の圃場整備を行った。

　漁業経営の近代化を図る目的で、漁業近代化資金助成法に基づく借
入を行っている漁業者等に対して利子助成を行った。（助成率1％以下）



【農林水産業費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

水産振興費 北海道漁業振興資金 1,250 1,250
利子助成事業

　　対象者 漁業経営体、漁業者

　　件数 30件

　　利子補給金額 1,250千円

さけますふ化 斜里町さけます増殖 5,000 5,000

事業費 協力会助成事業

　　助成先 斜里町さけます増殖協力会

　　助成額 5,000千円

ウトロ漁村 2,142 2,142 0

センター運営費 (基金繰入金)

　工事内訳 コーキング165ｍ、ひび割れ・欠損部補修一式

　契約金額 2,142千円

　契約業者 ㈲丹羽工務店

2,604 2,604

　工事内訳 屋外キュービクル切替盤1台

　契約金額 2,604千円

　契約業者 今電気㈱

ウトロ漁村センターサッシ
周りコ－キング補修等事業

ウトロ漁村センター非常用
電源発電機切替事業

　劣化したコーキングの撤去・改修を行った。併せて、外壁のひび割れ・
欠損部の補修、塗装を行い施設の延命化を図った。

　斜里町さけます増殖協力会の運営費の1/2（1,000万円限度）を助成し
地場資源の増殖による「さけます漁業」の安定化を図った。

　漁業経営の安定を図る目的で、北海道漁業振興資金を利用する漁業
経営体及び漁業者に対し、支払利率の1％に相当する額を限度に利子
助成を行った。

　停電時に自家発電機を設置できるように屋外キュービクル切替盤を設
置した。

－　　27　　－



－　　28　　－

【商工費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

商工振興費 道の駅しゃり管理業務 13,816 13,816
委託事業

町内消費拡大対策助成 2,250 2,250
事業（商工会地域振興事業）

プレミアム付商品券等 9,500 9,500
発行事業

住宅リフォーム促進補助 10,318 10,318

事業

ウトロ温泉街組合街路灯設置 1,150 1,150
助成事業

・年間利用者数　251,804人　1日平均　697人
・施設利用収入　710,364円

　消費者の地元購買意欲を高めるため、オホーツクカードによる、カード
ポイントの倍発行事業に助成し、事業を推進することにより町内消費の拡
大を図った。

・補助先　斜里町商工会
・補助金額　9,500千円
・発行総額　1億円+プレミアム1,000万円

　住宅のリフォームに要する費用の一部を補助することにより､住宅の安
全性・耐久性及び居住性の向上を図り、居住環境の整備並びに町内建
設業の振興及び促進、地域活性化を図った。

・補助件数　         57件
・補助金額　 　     10,318千円
・対象工事費　148,512,564円

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　中心市街地に賑わいと安らぎを創出するため、町民・観光客等に快適
な休憩機能と地域情報の提供を行い、地域の交流拠点の場としての産
業振興及び活性化を図った。

・申請者　ウトロ温泉街組合
・助成金額 　　　1,150千円

　ウトロ温泉街の環境美化、夜間集客及び安全対策のため、街路灯設置
事業に助成した。

・カードポイントの倍発行
　10倍セール1回　8倍セール15回　15日間　　5倍セール　5回　5日間
　計21回　21日間
　ポイント発行額　11,380,635円

　町内の消費需要の喚起と個人消費を拡大、更には、町外への消費流
出を防ぐために、オホーツクカード及び商品券に10％のプレミアムをつけ
て販売し町内経済の振興を図った。



【商工費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

地場産品振興 地場産業活性化 1,017 1,017 0

対策費 チャレンジ事業

　・特定財源

しれとこ産業まつり 4,000 4,000

助成事業

　・開催日

　・会場

　・参加団体

　・来場者数

知床しゃりブランド 5,044 5,044

推進事業

　・平成２３年度認証品

　　【参考】現在の認証品　累計１１事業者２３商品
　

知床しゃり楽市・楽座 400 400 0
助成事業

　・開催日

　・会場

　・来場者数

　・特定財源

２事業者４商品（累計10事業者19商品）

平成２３年８月２８日（日）

道の駅しゃりテラス、斜里工房しれとこ屋駐車場

1,500人

地域再生プロジェクト交付金　400千円

　　㈱ユートピア知床　20千円、㈲プレジール　200千円、

　　知床しゃりブランド生産者部会　344千円

地域再生プロジェクト交付金　1,017千円

　町内産業の振興と地域の活性化を目的に、秋のイベントとして開催して
いるしれとこ産業まつりの実行委員会へ運営費の助成を行った。

平成２３年９月２５日（日）

12,000人

　斜里町の優れた商品を「知床しゃりブランド認証品」として広く全国に発
信し、地域産業の振興と地域の活性化を図るため、知床しゃりブランド運
営委員会へ運営費の助成を行った。

38団体

　地場産品の研究開発、販売促進や消費拡大につながる事業を行う個
人及び企業等に対し助成し、地場産業及び地域経済の活性化を図っ
た。

　知床の特産品を地域住民や観光客にＰＲし、地場産品の普及促進や
地産地消の促進を図るため、知床しゃり楽市楽座実行委員会へ運営費
の助成を行った。

みどり工房しゃり　多目的広場

　・地場産品等消費拡大事業　　7件　1,017千円

　　㈱丸あ野尻正武商店　112千円、㈱知床鮭鱒舎　142千円、

　　手造り工房知床　99千円、斜里窯　100千円、
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【商工費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

観光費 観光イベント等支援事業 6,365 6,365

　　助成額 6,365千円

　　事業期間 平成23年4月1日～平成24年3月31日

　　助成先 NPO法人知床斜里町観光協会

ウナベツスキー場索道 3,124 3,124 ウナベツスキー場索道施設整備事業

施設整備事業

　　工事内容 減速機及びモーターのオーバーホール

　　契約金額

　　工期 平成22年4月26日～平成23年4月28日

　　契約業者 日本ケーブル㈱札幌支店（札幌市）

ウナベツスキー場索道施設整備事業その２

　　工事内容 折返滑車軸の更新

　　契約金額 1,785千円

　　工期 平成23年7月25日～平成23年12月9日

　　契約業者 日本ケーブル㈱札幌支店（札幌市）

オシンコシンの滝観覧 2,079 2,079
施設安全対策事業

　　工事内容 落石防護柵の設置　L=48m,H=1.5m

　　契約金額 2,079千円

　　工期 平成23年9月29日～平成23年12月22日

　　契約業者 ㈱協立興業

5,985千円（うち、H23年度分は1,339千円。）

　ウナベツスキー場索道施設の折返滑車軸の整備を行い、安全性の向
上及び施設の長寿命化を図った。

　観光振興を図るため、観光協会主催事業や知床観光圏整備事業等、
各種事業を総合的に支援した。

　知床観光の主要観光スポットであるオシンコシンの滝観覧施設改修の
第4期工事として、階段中断上部の落石防護柵の設置を行い、安全性の
向上を図った。

　ウナベツスキー場索道施設（リフト）の減速機及びモーターをオーバー
ホールし、施設の長寿命化を図った。(H22年度に債務負担行為済）



【商工費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

観光費 道の駅うとろ・シリエトク 1,134 1,134
屋根外壁維持管理事業

　　工事内容 トップライト・雁木柱・雁木天井の塗装一式

　　契約金額 1,134千円

　　工期 平成23年10月19日～平成23年12月16日

　　契約業者 ㈱河面組

観光等緊急支援事業 11,886 11,886

町民特別宿泊券等発行事業

　　助成額 10,461千円

　　助成先 斜里町商工会

ウトロ市街巡回バス運営費助成事業

　　助成額 1,425千円

　　助成先 NPO法人知床斜里町観光協会

観光宿泊施設整備促進 643 643

奨励事業

　　助成額 643千円

　　助成期間 平成23年4月1日～平成24年3月31日

　　助成先 宿泊施設3件

　公共交通を利用する観光客へのサービス向上と環境負荷軽減のため、
ウトロ市街巡回バスの運営助成を行った。

　観光振興及び優良宿泊施設の整備を促進するため、500万円以上の
大型投資を行った宿泊施設に対して、奨励金を交付した。

　町民を対象に、町内宿泊施設で使用できる特別宿泊券を発行し、1セッ
ト3,000円につき1,000円の町内商品券を還元した。

　知床観光の拠点施設である道の駅うとろ・シリエトクの屋根・外壁の塗装
を3年計画で行い、適切な維持管理、施設の美観向上及び長寿命化を
図った。

　東日本大震災に伴う風評等による影響が見込まれる観光事業者や中
小企業者を支援するため、商工会及び観光協会等が実施する町民を対
象にした特別宿泊券及び町内限定商品券発行事業等に対して助成を
行った。
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【商工費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

観光費 知床斜里町観光協会 15,500 15,500

運営助成事業

　　助成額 15,500千円

　　助成期間 平成23年4月1日～平成24年3月31日

　　助成先 NPO法人知床斜里町観光協会

ウトロ温泉事業協同組合 12,000 12,000

運営費助成事業

　　助成額 12,000千円

　　助成期間 平成23年4月1日～平成24年3月31日

　　助成先 ウトロ温泉事業協同組合

　斜里町観光の振興を担う中心的な団体である知床斜里町観光協会に
対し、人件費や一般管理費の一部など、運営費の助成を行った。

　ウトロ温泉事業協同組合の円滑な運営と、ウトロ地区宿泊施設の衛生
環境等の向上のため、運営費の一部を助成した。



【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

道路橋梁維持費土木車輌維持管理事業 7,854 7,854 0
（基金繰入金）

道路維持管理事業 7,414 7,414

　契約金額　　　　　　　　　　1,470千円
　工期　　　　　　　　　　　　　平成23年8月25日～平成23年12月16日
　契約業者　 　　　　　　　　　㈱かつらだ

・雨水桝等改修業務委託その２

　契約金額　　　　　　　　　　1,460千円

　工期　　　　　　　　　　　　　平成23年8月25日～平成23年12月16日

　契約業者　　　　　　 　　　　㈲相生緑園

　契約業者　　　　　　　　　　大和谷工業㈱

・幹線排水路清掃業務委託　　　　　    管渠φ200～800ｍｍ清掃1式
　契約金額　　　　　　　　　　 2,310千円
　工期　　　　　　　　　　　　　平成23年6月14日～平成23年9月9日
　契約業者　　　　　　　　　　道東地方環境整備興発㈱

・雨水桝等改修業務委託その１

　契約金額　　　　　　　　　　840千円
　工期　　　　　　　　　　　　　平成23年5月19日～平成23年7月29日
　契約業者　　　　　　　　　　大和谷工業㈱

・区画線標示業務委託（郊外地）　   　区画線（破線他）1式
　契約金額　　　　　　　　　　1,334千円
　工期　　　　　　　　　　　　　平成23年5月19日～平成23年7月29日

・除雪センター改修工事　　外壁面積　Ａ＝444.0㎡
　契約金額　　　　　　　　　　7,854千円
　工期　　　　　　　　　　　　　平成23年7月15日～平成23年10月31日
　契約業者　　　　　　　　　　斜里建設工業㈱

・区画線標示業務委託（街路地）　   　区画線（破線他）1式

　住民の交通確保と生命財産の保持のため、道路及び排水路等を常時
良好な状態に保つよう維持・修繕を行った。

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　一般道路維持及び冬期間の道路交通の確保に使用する建設機械等
の保管のため、老朽化が著しい除雪センターの外壁及び事務所窓サッ
シ等の改修をおこなった。
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【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

道路橋梁維持費道路維持管理事業 4,673 4,673

【Ｈ22年度繰越明許事業】

道路新設改良費市街地バリアフリー事業 1,890 1,890 　・市街地歩道バリアフリー工事

　点字ブロック設置　（歩道巻込）Ｎ=26箇所　（横断歩道）Ｎ=18箇所

　　契約額 1,890千円

　　契約業者 ㈲佐々木工業

越川東1線道路整備事業 29,925 28,500 1,425 　・越川東1線道路整備工事

（辺地債） 　　施工延長 Ｌ＝1,500ｍ 路盤工 3,000㎡

　　契約額 29,925千円

　　契約業者 土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

市街地幹線街路灯更新 4,704 4,704 　・市街地幹線街路灯更新工事

事業 　　街路灯更新　Ｎ＝5基

　　契約額 4,704千円

　　契約業者 ㈲片山電気商会

三井6線道路整備事業 37,958 37,900 58 　・三井6線道路実施設計業務委託

（辺地債） 　　契約額 5,040千円

　　契約業者 大起コンサルタント㈱

　・三井6線道路整備工事

　　施工延長　Ｌ＝510ｍ

　　契約額 32,918千円

　　契約業者 土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

・本町地区等幹線排水流末概略調査設計業務委託　 

　契約金額　　　　　　　　　　4,673千円

　工期　　　　　　　　　　　　　平成22年2月2日～平成24年1月13日

　契約業者　　　　　　　　　　㈱ズコーシャ 網走支店



【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

道路新設改良費 924 924 ・以久科富士道路防雪柵設置調査業務委託

　契約額　924千円

　 　契約業者　㈱アサヒ建設コンサルタント

ウトロ中島浄水場道路 29,348 29,300 48 　・ウトロ中島浄水場道路測量業務委託

整備事業 （辺地債） 　　契約額 4,148千円

　　契約業者 三共測量設計㈱

　・ウトロ中島浄水場道路整備工事

　　流末改良　Ｌ＝244.1ｍ　　道路改良　Ｌ＝70.9ｍ　Ｗ＝5.5ｍ

　　契約額 25,200千円

　　契約業者 土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

中斜里地区側溝等改修 1,890 1,890 　中斜里地区における素掘側溝等の環境整備を行った。

事業 　・中斜里地区側溝等改修工事

　　Ｕ型側溝新設　Ｌ＝100ｍ

　　契約額 1,890千円

　　契約業者 ㈲佐々木工業

8,505 5,103 3,000 402 　脆弱な路盤を改良し、安全安心な交通確保を行った。
（公共事業等債） 　・ホクレン基線道路整備工事

　　施行延長　Ｌ＝566.47ｍ

　　契約額 8,505千円

　　契約業者 ㈱丸七高橋組

中斜里8号道路整備事業 29,925 17,955 10,800 1,170 　脆弱な路盤を改良し、安全安心な交通確保を行った。
（公共事業等債） 　・中斜里8号道路整備工事

　　施工延長　Ｌ＝160ｍ

　　契約額 29,925千円

　　契約業者 土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

ホクレン基線道路整備
事業

以久科富士道路防雪柵
設置事業
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【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

道路新設改良費羅萠道路整備事業 40,310 24,186 14,500 1,624 　脆弱な路盤を改良し、安全安心な交通確保を行った。
（公共事業等債） 　・羅萠道路整備工事

　　施工延長　Ｌ＝60ｍ

　　契約額 9,660千円

　　契約業者 ㈱河面組

　・羅萠道路用地確定測量業務委託

　　調査延長　Ｌ＝1.56ｋｍ　調査面積　Ａ＝2.63ha

　　契約額 8,610千円

　　契約業者 大起コンサルタント㈱

　・羅萠道路実測実施設計業務委託

　　契約額 16,590千円

　　契約業者 ㈱中神土木設計事務所

　・用地費

　　土地売買契約に基づく契約金

　　契約額　 4,588千円

　　契約者 田中　豊　外７件

　・補償費

　　物件移転補償に基づく契約金

　　契約額 862千円

　　契約者 田中　忠雄　外1件

地域活力基盤創造交付金 54,285 32,265 20,900 1,120 　・中斜里8号道路整備工事その２

事業 （公共事業等債） 　　施工延長　Ｌ＝55ｍ

【Ｈ22年度繰越明許事業】 　　契約額 10,185千円

　　契約業者 ㈱河面組

　・ホクレン基線道路整備工事その２

　　施工延長　Ｌ＝577.14ｍ

　　契約額 44,100千円

　　契約業者 土橋・丸七高橋経常建設共同企業体



【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

道路新設改良費橋梁長寿命化計画策定 5,618 3,370 2,248 　町内道路の橋梁点検を実施した。

事業 　・橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託

　　橋梁点検　Ｎ＝86橋

　　契約額 5,618千円

　　契約業者 ㈱中神土木設計事務所

公園広場管理費都市公園整備事業 3,780 1,890 1,700 190 　都市公園施設の改修を行い、公園環境の整備を行った。
（公共事業等債） 　・港町公園改修工事

　　擁壁工　Ｌ=19ｍ　Ａ=35㎡　柵工　Ｌ=18ｍ　遊具設置工　Ｎ=1基

　　契約額　 3,780千円

　　契約業者 ㈱協立興業

公園遊具修繕事業 4,935 4,935 　老朽化した公園遊具の修繕を行った。

　・都市公園遊具修繕工事

　　遊具修繕公園　8公園

　　契約額　 4,935千円

　　契約業者 ㈱開発工業

市街地整備 案内看板再整備事業 1,176 1,176 0 　ウトロ地区の案内看板の再整備を行った。
推進費 　　看板再設置　Ｎ＝６箇所

　　契約額 1,176千円
　　契約業者 ㈱かつらだ

まちなみ整備推進事業 640 640 0

　　助成先 斜里町中心市街地活性化事業完成記念式典
・祝賀会実行委員会

　　助成額 640千円

（ウトロ・斜里
市街地整備
推進基金）

　中心市街地活性化事業の完成記念式典挙行に伴い、実行委員会に
経費を助成した。（ウトロ・斜

里市街地
整備推進
基金）
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【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

地方道路整備事業 78,918 71,000 7,918
（地方道路等

整備事業債） 　・斜里小学校北５丁目通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝298.52ｍ
　　契約額 12,726千円
　　契約業者 斜里建設工業㈱

　・望岳4丁目通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝164ｍ
　　契約額 8,610千円
　　契約業者 ㈱開発工業

　・文光4条通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝110ｍ
　　契約額 9,450千円
　　契約業者 ㈱協立興業

　・鉄南東1丁目通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝61.2ｍ
　　契約額　 6,090千円
　　契約業者 ㈱開発工業

　・港町1条・3条通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝65ｍ　ポンプ施設　1式
　　契約額 16,170千円
　　契約業者 土橋工業㈱

　・望岳1条通道路整備工事
　　管渠　96ｍ　集水桝　11箇所
　　契約額 4,914千円
　　契約業者 ㈱協立興業

　・西町1丁目通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝65.9ｍ
　　契約額 4,620千円
　　契約業者 斜里建設工業㈱

　・本町2条通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝67ｍ
　　契約額 4,284千円
　　契約業者 ㈱協立興業

地方道路等整
備事業費

　日常生活の安全性・利便性の向上、快適な生活環境の確保を図るた
め、市街地道路の整備を行った。



【土木費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

地方道路整備事業 　・朝日町3条通道路整備工事
　　施工延長　Ｌ＝25.3ｍ
　　契約額 4,914千円
　　契約業者 ㈱協立興業

　・新光北1丁目通道路整備工事
　　施工延長　41.82ｍ
　　契約額 4,935千円
　　契約業者　 ㈱開発工業

　・港町1条通他測量設計委託
　　測量・設計　Ｌ＝820ｍ
　　契約額 2,205千円
　　契約業者 三共測量設計㈱

町営住宅建設 町営住宅再生整備事業 24,623 11,079 6,100 7,444

事業費

　　契約額 4,463千円

　　委託期間 平成23年8月25日～平成23年11月30日

　　契約業者 ㈱ズコーシャ

　　契約額 1,890千円　

　　委託期間 平成23年8月25日～平成24年3月23日

　　契約業者 大起コンサルタント㈱

　　契約額 18,270千円

　　委託期間 平成23年8月25日～平成24年3月23日

　　契約業者 ㈱日本工房

　・朝日第２団地地質調査業務委託

　・朝日第２団地測量設計業務委託

　・朝日第２団地基本・実施設計業務委託

　昭和46年から49年に建設された、老朽化の著しい朝日第２団地の16戸
と新光北団地の91戸の建替に着手した。平成２３年度については、朝日
第２団地の基本・実施設計業務等を実施した。

地方道路等整
備事業費
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【教育費】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源

事務局費 2,067 2,067

　　対象者　 34名

　　助成額　 2,067千円

1,140 1,140

　　・生徒募集関連～学校紹介パンフレット、PRチラシの作成

　　・特色ある学校づくり～部活動支援、ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ支援（のべ300人)

　　　　　　　　　　　　　　　模擬試験補助、教育研究会への参加　等

　　・70周年記念事業（講演会・演奏会・記念誌発行）

2,740 1,275 1,465

280 280

　助成額 280千円

　助成先 朝日小学校教育振興会・以久科小学校教育振興会

683 683

　助成額 683千円

　助成先 大栄小学校閉校記念事業協賛会

財産管理費 3,917 3,917 0

　

　　　
　　契約業者　㈱遠藤工務店

大栄小学校閉校記念事業
協賛会助成事業

　大栄小学校の統合に伴う式典、記念誌作成、記念事業の実施に対し
て助成した。

教員住宅外壁・屋根改修
事業（朝日町）

　朝日小学校教職員アパート（S62年築）は、建設後25年が経過し、外
壁・屋根の劣化が著しいため、それぞれ塗装・補修を行った。(公共施設

整備基金） 　　契約額　　3,917千円

斜里高等学校振興会
助成事業

　町内唯一の高等学校である斜里高等学校の充実・発展に関する事業
について支援を行い、同校の教育水準の向上に寄与した。平成23年度
には70周年記念事業分として、320千円を増額した。

義務教育
振興費

　町内の学校を巡回する「スクールソーシャルワーカー」を1名配置し、学
校だけでは解決困難な、いじめ・不登校等社会的な課題を持つ児童・生
徒に対応した。

町内学校公開研究会
助成事業

　学校公開研究会を通じて、教員の指導技術の向上と意識涵養を図り、
学校の教育力向上が図れた。

スクール・ソーシャル
ワーカー配置事業

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

斜里高等学校間口維持
対策通学費助成事業

　斜里高等学校に町外から通学する生徒に交通費の一部を助成し、通
学費用の軽減及び斜里高等学校の間口の維持確保を図った。



【教育費】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

財産管理費 2,415 2,415

　

　　　

学校管理費 4,237 4,237

3,299 3,299

2,625 2,625

　契約額 2,625千円

　契約業者 ㈲藤原設備工業

18,690 14,000 4,690

（ 学 校 教 育

施設等整備 　契約額 18,690千円

事 業 債 ） 　契約業者 ㈱河面組

教育振興費 理科教材備品購入事業 1,007 492 515

学校管理費 1,558 1,558

1,603 1,603

　国の基準に対して理科教材備品の整備率が低いことから、国の補助制
度を利用して計画的に整備している。平成23年度は峰浜小学校・朱円小
学校の理科教材備品を整備した。

中学校特別支援員配置
事業

　中学校で普通学級に在籍する特別支援教育の必要な生徒に対し、特
別支援員を1名配置した。

中学校支援講師配置
事業

　中学校での基礎学力の定着を目指し、少人数指導や習熟度別指導の
実施のため、特別支援講師（1名）を配置した。

小学校支援講師配置
事業

　小学校での基礎学力の定着を目指し、少人数指導や習熟度別指導の
実施のため、特別支援講師（2名）を配置した。

峰浜小学校温風暖房機
設置事業

　峰浜小学校体育館のボイラーが老朽化により故障していたことから、FF
式温風暖房機4台を設置した。

ウトロ小中学校グラウンド
整備事業

　ウトロ小中学校グラウンドの水はけの改善のため、全面クレイ舗装背割
り方式によるグラウンド整備を実施した。

斜里小学校教職員住宅
解体事業

　老朽化した教職員住宅（2戸・S41年/S43年築）を解体、新規住宅（借上
げ方式）建設用地の確保を行った。

　　契約額　　2,415千円

　　契約業者　㈱北一産業

小学校特別支援員配置
事業

　小学校で普通学級に在籍する特別支援教育の必要な児童に対し、特
別支援員を3名配置した。
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【教育費】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

学校管理費 1,802 1,802

473,340 99,015 373,500 825

（ 学 校 教 育

施設等整備 　契約額 473,340千円

事 業 債 ） 　契約業者 土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

文化財保護費 越川橋梁樹木除去事業 848 848

道営畑総緊急 道営畑総緊急発掘 39,002 39,002 0

発掘調査費 調査事業

国道緊急発掘 峰浜国道緊急発掘調査 19,422 19,422 0

調査費 事業

　道営畑地帯総合整備事業（担い手支援型：一般）斜里地区支線用水
路及び多目的給水栓施設工事に伴う緊急発掘調査を実施した。発掘調
査遺跡は、朱円２遺跡、オクシベツ６遺跡、ポンシュマトカリペツ16遺跡の
３箇所。調査期間は平成23年５月14日〜８月31日、11月８日〜17日（現
場）、平成23年５月14日〜平成24年３月27日（整理）で、面積は1，811
㎡、100㎡、167㎡であった。遺跡からは縄文時代早期〜晩期までの遺物
が確認された。中でも朱円２遺跡では、縄文前期の竪穴住居跡が６棟発
見された。各遺跡から出土した遺物合計点数は12,000点程であった。

　一般国道334号線の峰浜道路中央帯設置工事に伴う緊急発掘を実施
した。発掘調査遺跡は、カモイベツ遺跡。調査期間は平成23年９月１日
〜11月５日（現場）、平成23年９月１日〜平成24年３月30日（整理）で、面
積は1,170㎡であった。遺跡内からは続縄文文化期の墓坑１基を含む計
27基の遺構が確認された。墓坑内からは３体分の人骨が検出され、再埋
葬という特殊な埋葬方法が行われていた。

中学校指導用図書購入
事業

　新学習指導要領が中学校で完全実施され、教科書改訂が行われたた
め指導図書を購入した。

中学校大規模
改修事業費

斜里中学校大規模改修
事業

　耐震診断により不適格建築であったことから、斜里中学校屋内運動場
の改築を行った。

　国の登録文化財である旧根北線越川橋梁は、橋の上部に樹木が生え
始め、文化財を破損する恐れがあったことから、樹木を除去した。高所で
の作業のため、山岳登はん技術を要する事業者により、伐採作業を行っ
た結果、根の成長による破損の恐れが軽減した。



【教育費】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源
目 事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

体育施設 テニスコート照明灯更新 3,623 3,623 0 　町営テニスコートの照明増設工事

運営費 事業 （基金繰入金）

サッカーゴール更新事業 462 462 0 　陸上競技場サッカーフィールド内のサッカーゴール更新

（基金繰入金）

海洋センター 海洋センター体育館トイレ 7,455 7,455 0 　海洋センターの体育館トイレの改修工事を行った。

管理運営費 改修事業 （基金繰入金）

給食用真空冷却機購入 3,675 3,675

事業

　機器名 真空冷却機　１台

　事業費 3,675千円

厨房用エアコン設置事業 966 966

　機器名 業務用エアコン　１台

　事業費 966千円

　　　水洗和式トイレを洋式トイレに更新し、多目的用のトイレの新設も

　　　行った。

　給食センターには空調設備がなく、厨房内は常に高温多湿の状態と
なっており、食中毒予防のためにも最低限に必要な空調設備を整備し、
安心安全な給食の提供を行った。

　2．設置台数：男子トイレ洋式温水洗浄便器2台

　　　　　　　　　 女子トイレ洋式温水洗浄便器3台

　　　　　　　　　 多目的トイレ洋式温水洗浄便器１台

学校給食
センター費

　調理した食品を、急速に冷却するために真空冷却機を購入し、短時間
で食品の中心温度を下げ菌の増殖を防止し、衛生管理を徹底した安心
安全な給食の提供を行った。

　　　改修場所：斜里町営テニスコート

　　　改修内容：照明灯4灯増設（外周部）

　　設置場所：斜里町陸上競技場　

　1．改修場所：斜里町Ｂ＆Ｇ海洋センター　

　　アルミ製サッカーゴールの1組とネット2張の更新を行った。

　　　テニスコート、フェンス外周部にある照明灯4基を、1灯から2灯アー

　　　ム照明灯に更新を行った。
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【森林保全事業特別会計】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

森林再生 岩尾別川再生事業 3,262 3,262 0

事業費 （基金繰入金）

　・契約額　 3,262千円

　・契約相手　　公益財団法人　知床財団

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　しれとこ100平方メートル運動地の森林再生及び生物相復元事業の一
環として、岩尾別川周辺の河畔林再生及び河川環境改善事業を実施し
た。

　1）岩尾別川河畔林再生
　　①河畔林現況調査　　母樹（カツラ）の分布確認、復元計画立案
　　②河畔林への防鹿柵設置　H=2.5ｍ、L=234ｍ
　2）河川構造現況調査

－　　45　　－



－　　46　　－

【公共下水道事業特別会計】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

公共下水道整備 公共下水道整備事業 105,446 49,500 51,400 4,546 0 （ 概 要 ）

事業費 （下水道債） （受益者負担金）

（ 主 な 事 業 ）

　国庫補助事業及び単独事業として、処理場再構築事業並びに

汚水管渠整備を行った。

国庫補助事業

処理場再構築事業：C=90,000千円

単独事業

管渠及び汚水桝新設：L=204.88m　C=11,571千円

下水道工事事業損失調査（家屋調査）：C2,972千円

「国庫補助事業」

(1)斜里町公共下水道根幹的施設の建設工事委託

斜里終末処理場に関する設備の更新事業

①汚泥脱水施設機械設備工事一式

②上記運転操作施設電気設備一式

契約額 208,000千円（うち平成23年度分：90,000千円）

工期 平成23年6月29日～平成24年3月21日

契約業者 日本下水道事業団

「単独事業」

(1)朝日町2号枝線下水道新設工事第8工区

φ150mm　塩ビ管　開削　L=146.08m

契約額 6,825千円

工期 平成23年5月20日～平成23年11月30日

契約業者 ㈱開発工業

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　昭和53年度に事業認可を受け着手した公共下水道事業は、昭和62年
10月に処理場の供用を開始し平成23年度現在、全体計画及び認可計
画面積：396㌶、下水道普及率：75.3%、水洗化率：89.3%の達成率となっ
ている。



【公共下水道事業特別会計】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

公共下水道整備 公共下水道整備事業 (2)文光町2号枝線下水道新設工事第20工区

事業費 φ150mm　塩ビ管　開削　L=58.8m

契約額 2,184千円

工期 平成23年5月19日～平成23年8月31日

契約業者 ㈱協立興業

(3)新光町31番地11地先汚水桝新設工事

汚水桝設置

契約額 1,176千円

工期 平成23年7月19日～平成23年9月30日

契約業者 ㈱開発工業

(4)光陽町33番地先汚水桝新設工事

汚水桝設置

契約額 525千円

工期 平成23年9月16日～平成23年11月30日

契約業者 ㈲小林配管工業所

(5)青葉町26番地19地先汚水桝新設工事

汚水桝設置

契約額 420千円

工期 平成23年10月26日～平成23年11月30日

契約業者 ㈱協立興業

(6)新光町31番地17地先汚水桝新設工事

汚水桝設置

契約額 242千円

工期 平成23年10月26日～平成23年11月30日

契約業者 ㈱開発工業

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果
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【公共下水道事業特別会計】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

公共下水道整備 公共下水道整備事業 (7)文光町48番地31地汚水桝新設工事

事業費 汚水桝設置

契約額 99千円

工期 平成23年6月13日～平成23年9月9日

契約業者 ㈱長屋工業

(8)朝日町36番地先汚水桝新設工事

汚水桝設置

契約額 100千円

工期 平成23年11月28日～平成24年1月31日

契約業者 ㈲クロキ設備工業

(9)斜里町下水道工事事業損失調査（家屋調査）業務委託

下水道工事沿線の家屋への影響調査

契約額 2,972千円

工期 平成23年7月5日～平成23年11月30日

契約業者 ㈱エル技術コンサルタント

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果



【介護保険事業特別会計（保険事業勘定）】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源

介護予防推進 介護予防推進事業 12,593 4,677 3,742 4,053

事業費 (支払基金交付金）

121

(利用者負担金）

・二次予防事業対象者把握事業

　　1,558人実施、二次予防事業対象者 463名

・介護予防教室 斜希っと教室（二次予防）

　　1教室全9回×2期、実38人･延270人

・斜里・ウトロ ふれあい教室

　　斜里 35人 ・ ウトロ 14人

・介護予防教室 貯筋にチャレンジ教室（一次予防事業）　　

　　1教室 全7回、2箇所、実 50人･延 257人

・生きがい大学

　　2箇所、7回、実 46人･延 141人

・老人クラブ健康相談

　　16箇所、延 343人

包括的支援推進 包括的支援推進事業 9,878 5,927 3,951

事業費

・総合相談支援 112件

・高齢者ケア会議 12回、延 294人出席

・介護支援専門員困難事例支援 54回/年

・成年後見制度利用に向けた支援 5件

　総合相談窓口として各種相談に応じ、適切なサービス等につながるよう
支援を行った。
　高齢者の生活の維持を図るため、権利擁護を目的とする支援を行っ
た。
　介護支援専門員に対する支援を含め、各関係機関との連携体制の整
備を図った。

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　町内の65歳以上の高齢者に対し、国が定める内容のチェックリストを実
施し、その回答から虚弱と思われる高齢者を発見し、その方々に対して
は、運動指導などを目的とした介護予防教室への参加を促すことで、介
護予防活動として推進している。
　また、虚弱などの状態にかかわらず、一般の高齢者に対しても同様の
教室活動を展開している。
　老人クラブや生きがい大学の場でも介護予防活動を実施している。
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【介護保険事業特別会計（サービス勘定）】 （単位：千円）

国道支出金町 債 そ の 他 一 般 財 源

居宅介護 居宅介護サービス計画 15,854 11,893 3,961

サービス計画 事業 (サービス計

事業費  画費報酬)

・介護ケアプラン作成件数 1,069件/年

居宅介護予防 居宅介護予防サービス 6,853 4,619 2,234

サービス計画 計画事業 (予防サービ

事業費  ス計画費報 ・介護予防サービス計画月平均作成件数 1,086件/年

 酬) ・介護予防サービス月平均請求件数 90.5件/月

・平成23年度末の要支援認定者数 143人

　居宅介護支援事業所として、介護認定者の居宅サービス利用につい
て、自立支援の視点に基づき、利用者本位のサービス計画の立案・調整
を行った。

　要支援認定者が、適切な介護予防サービス等の利用が図られる様、介
護予防支援計画を作成した。

目 事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果


